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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成28年4月1日～平成28年9月30日）における我が国経済は、個人消費に停滞感が

あるものの企業収益や雇用情勢が改善し、景気は緩やかな回復基調が続きました。一方、米国の金融政策や英国の

ＥＵ離脱問題の影響、中国その他新興国経済の減速感など海外経済はリスク含みの状況で推移しております。

倉庫物流業界では一部荷動きに回復の兆しが見られたものの、輸出入貨物量の伸び悩みや企業間競争の激化など

があり、また、不動産業界ではオフィス空室率は改善傾向にあるものの賃料水準は本格的な回復には至らず、依然

として厳しさの残る事業環境でありました。

このような状況のもと、当社グループは、「お客様のビジネスをサポートするグローバルな物流会社」としてお

客様と共に成長する、を掲げ、「中期経営計画2018」の目標達成に取り組んでおります。その一環として、物流事

業では、メディカル分野での成長に向けメディカル物流ユニット東京物流センターを取得し、不動産事業では、既

存施設の稼働率の維持・向上に努めるとともに、保有資産の開発を進め、事業拡大を推進してまいりました。

当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、営業収益では、不動産事業で前年同期を下回ったも

のの物流事業が増収となり、前年同期比472百万円増（2.4％増）の19,809百万円となりました。営業利益では、保

有資産の再開発に伴う一時的な不動産賃貸料の減少の一方、物流施設の稼働率向上などにより、前年同期比193百

万円増（19.9％増）の1,161百万円、経常利益は前年同期比278百万円増（24.5％増）の1,414百万円となりまし

た。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前期に再開発に伴う保有資産の減損損失があったこともあり、

前年同期比350百万円増（60.5％増）の929百万円となりました。

セグメントの業績は、次の通りです。

物流事業では、新規取引の開始や既存顧客の取引拡大により保管料や国際貨物取扱料などで増収となり、営業収

益は前年同期比662百万円増（3.9％増）の17,508百万円、セグメント利益は前年同期比366百万円増（38.5％増）

の1,317百万円となりました。

不動産事業では、保有資産の再開発に伴う一時的な不動産賃貸料の減少などにより、営業収益は前年同期比216

百万円減（8.0％減）の2,503百万円、セグメント利益は前年同期比151百万円減（17.0％減）の738百万円となりま

した。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、固定資産が増加しましたが、投資有価証券の時価評価が減少したこと

により、前連結会計年度末に比べ268百万円減の107,726百万円となりました。 

負債については、長期借入金の増加により前連結会計年度末に比べ450百万円増の47,725百万円となりました。 

純資産については、その他有価証券評価差額金の減少により前連結会計年度末に比べ719百万円減の60,000百万

円となりました。以上の結果により自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.5ポイント減の55.5％となりまし

た。 

  ②キャッシュ・フローの状況 

当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ589百万円減の2,609百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益や減価償却費の資金留保等により2,028百万

円の資金収入となりました。 

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得により3,376百万円の資金支出となりました。 

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に借入金の増加により826百万円の資金収入となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年3月期の連結業績予想につきましては、平成28年5月11日に公表いたしました通期の連結業績予想に変更

はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

 

（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,268 2,661 

受取手形及び営業未収金 5,001 5,231 

繰延税金資産 264 262 

その他 438 491 

貸倒引当金 △2 △3 

流動資産合計 8,969 8,642 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 29,244 29,857 

機械装置及び運搬具（純額） 1,279 1,171 

工具、器具及び備品（純額） 622 624 

土地 22,669 22,951 

建設仮勘定 209 1,328 

有形固定資産合計 54,026 55,933 

無形固定資産    

借地権 1,016 1,016 

その他 1,815 1,569 

無形固定資産合計 2,831 2,585 

投資その他の資産    

投資有価証券 40,912 39,254 

繰延税金資産 167 179 

その他 1,118 1,162 

貸倒引当金 △31 △31 

投資その他の資産合計 42,166 40,564 

固定資産合計 99,025 99,083 

資産合計 107,994 107,726 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

営業未払金 2,621 2,306 

短期借入金 4,430 4,430 

1年内返済予定の長期借入金 5,049 5,259 

未払法人税等 333 422 

未払費用 896 930 

その他 1,011 836 

流動負債合計 14,343 14,186 

固定負債    

長期借入金 15,708 16,540 

繰延税金負債 11,278 10,784 

退職給付に係る負債 2,111 2,143 

長期預り敷金保証金 3,461 3,705 

その他 370 365 

固定負債合計 32,930 33,539 

負債合計 47,274 47,725 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,602 3,602 

資本剰余金 2,790 2,790 

利益剰余金 27,963 28,680 

自己株式 △5 △6 

株主資本合計 34,350 35,067 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 26,140 25,012 

為替換算調整勘定 △77 △365 

退職給付に係る調整累計額 43 37 

その他の包括利益累計額合計 26,106 24,684 

非支配株主持分 264 248 

純資産合計 60,720 60,000 

負債純資産合計 107,994 107,726 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業収益    

保管料 2,852 3,141 

倉庫作業料 3,676 3,717 

陸運料 5,545 5,525 

国際貨物取扱料 3,098 3,338 

物流賃貸料 855 790 

不動産賃貸料 1,944 1,793 

その他 1,364 1,502 

営業収益合計 19,336 19,809 

営業原価    

作業費 8,885 9,061 

人件費 3,244 3,357 

賃借料 972 916 

租税公課 430 434 

減価償却費 1,037 1,142 

その他 2,520 2,397 

営業原価合計 17,091 17,309 

営業総利益 2,245 2,499 

販売費及び一般管理費    

報酬及び給料手当 621 608 

福利厚生費 94 95 

退職給付費用 21 20 

減価償却費 51 56 

支払手数料 190 200 

租税公課 40 111 

その他 256 244 

販売費及び一般管理費合計 1,277 1,338 

営業利益 968 1,161 

営業外収益    

受取利息 3 3 

受取配当金 269 347 

雑収入 18 28 

営業外収益合計 290 379 

営業外費用    

支払利息 122 121 

雑支出 0 4 

営業外費用合計 122 126 

経常利益 1,136 1,414 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

特別利益    

固定資産売却益 12 6 

特別利益合計 12 6 

特別損失    

固定資産売却損 - 0 

固定資産廃棄損 10 22 

投資有価証券評価損 - 37 

減損損失 268 - 

特別損失合計 278 60 

税金等調整前四半期純利益 869 1,360 

法人税、住民税及び事業税 355 435 

法人税等調整額 △71 △7 

法人税等合計 284 427 

四半期純利益 585 933 

非支配株主に帰属する四半期純利益 6 3 

親会社株主に帰属する四半期純利益 579 929 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 585 933 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △5,969 △1,128 

為替換算調整勘定 3 △303 

退職給付に係る調整額 3 △5 

その他の包括利益合計 △5,962 △1,437 

四半期包括利益 △5,376 △504 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △5,384 △491 

非支配株主に係る四半期包括利益 7 △12 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 869 1,360 

減価償却費 1,089 1,198 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 △0 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2 23 

受取利息及び受取配当金 △272 △351 

支払利息 122 121 

固定資産売却損益（△は益） △12 △5 

固定資産廃棄損 10 22 

減損損失 268 - 

投資有価証券評価損益（△は益） - 37 

売上債権の増減額（△は増加） 508 △260 

仕入債務の増減額（△は減少） △237 △189 

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △67 244 

その他 △579 △30 

小計 1,698 2,171 

利息及び配当金の受取額 274 349 

利息の支払額 △122 △122 

法人税等の支払額 △661 △370 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,189 2,028 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △53 - 

定期預金の払戻による収入 45 10 

有形固定資産の取得による支出 △583 △3,202 

有形固定資産の売却による収入 6 7 

無形固定資産の取得による支出 △1,292 △57 

投資有価証券の取得による支出 △0 △0 

その他 △14 △132 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,892 △3,376 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 1,400 800 

短期借入金の返済による支出 △1,232 △800 

長期借入れによる収入 3,300 3,700 

長期借入金の返済による支出 △2,664 △2,657 

配当金の支払額 △212 △212 

その他 △3 △3 

財務活動によるキャッシュ・フロー 588 826 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △67 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △116 △589 

現金及び現金同等物の期首残高 3,549 3,198 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,432 2,609 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日） 

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２   物流事業 不動産事業 計 

営業収益          

外部顧客への営業収益 16,840 2,496 19,336 － 19,336 

セグメント間の内部 

営業収益又は振替高 
5 223 228 △228 － 

計 16,845 2,719 19,565 △228 19,336 

セグメント利益 951 889 1,840 △872 968 

（注）１．セグメント利益の調整額△872百万円には、セグメント間取引消去△7百万円、各報告セグメン

        トに配分していない全社費用△865百万円が含まれております。全社費用は、親会社の総務部門

    等、管理部門に係る費用であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日） 

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２   物流事業 不動産事業 計 

営業収益          

外部顧客への営業収益 17,501 2,307 19,809 － 19,809 

セグメント間の内部 

営業収益又は振替高 
6 195 202 △202 - 

計 17,508 2,503 20,011 △202 19,809 

セグメント利益 1,317 738 2,055 △894 1,161 

（注）１．セグメント利益の調整額△894百万円には、セグメント間取引消去△4百万円、各報告セグメン

        トに配分していない全社費用△889百万円が含まれております。全社費用は、親会社の総務部門

    等、管理部門に係る費用であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日） 

（単位：百万円） 

  物流事業 不動産事業 全社・消去 合計

減損損失 5 263 － 268

（注）なお、不動産事業における減損損失は、再開発に伴う保有資産の減損損失であります。

 

当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日） 

 該当事項はありません。 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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